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はじめに

ここでは、本ガイドについて、および本ガイドで使用される表記規則と関連ドキュメントにつ
いて説明します。

内容は次のとおりです。

• このマニュアルについて （vii ページ）
• 表記法 （vii ページ）
• 関連資料 （viii ページ）
• 通信、サービス、およびその他の情報 （viii ページ）

このマニュアルについて
このガイドでは、シスコのアクセスポイントの設置手順と、その設定に役立つリソースへのリ
ンクを提供します。また、取り付け手順およびトラブルシューティング情報も含まれていま
す。

表記法
このマニュアルでは、注釈、注意、および安全に関する警告に、次の表記法を使用していま
す。注釈と注意には、ユーザが知っておく必要がある重要な情報が記載されています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。「注意」には、機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事
項が記述されています。

注意
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誤って行うと負傷する可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各警
告文に、警告を表す記号が記されています。

警告

関連資料
Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイントのすべてのユーザーマニュアルは、次の URL
で入手できます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/catalyst-iw9167-series/series.html

アクセスポイントを設定してワイヤレスネットワークに導入する際のガイドラインについて
は、次の資料を参照してください。

通信、サービス、およびその他の情報
• シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Manager でサインアップ

してください。

• 重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
てください。

• サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語] にアクセスしてください。

• 安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語] にアクセスしてください。

• 一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語] にアクセスしてください。

• 特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finder にアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール
シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック
シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド
キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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第 1 章

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセス
ポイントについて

• Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント （1 ページ）
• Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント の機能 （2 ページ）
• コネクタおよびポート （3 ページ）
• 電源 （7 ページ）
• データ接続 （8 ページ）
• アンテナおよび無線機 （9 ページ）

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント
Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイントはトライバンド 802.11ax（Wi-Fi 6）AP で
あり、組織がプロセスと運用を自動化する中で、ミッションクリティカルなアプリケーション
に信頼性の高いワイヤレス接続を提供します。このアクセスポイントは、Wi-Fi 6または Cisco
Ultra-Reliable Wireless Backhaul（Cisco URWB）として動作できます。Wi-Fi 6 テクノロジーに
より、産業用または屋外用で、より高い密度、より高いスループット、より多くのチャネル、
より優れた電力効率、改善されたセキュリティを提供します。Cisco URWB は、移動する設備
や、光ファイバの敷設が不可能か又はコストが高すぎる場所にネットワークを拡張する場合
に、信頼性が非常に高いワイヤレス接続を提供します。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイントには、IP67 保護等級で高度な機能が満載
の堅牢な設計に 3 つの 4X4 無線機が搭載されています。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント シリーズには、次のハードウェアモデル
が含まれます。

• Catalyst IW9167EH-x：AP、URWB、およびWGBソフトウェアオプションをサポートする
8 つの外部アンテナ接続を備えた標準モデル。

x は規制ドメイン（A、B、E、F、Q、Z、または ROW）を表します。

AP の機能および仕様をすべて網羅したリストは、『Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty Access
Point Data Sheet』に記載されています。
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Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント の機
能

このアクセスポイントは、Cisco Catalyst 9800 ワイヤレス コントローラベースの製品でサポー
トされており、次の機能を備えています。

• 2 GB DDR4 メモリ、1 GB NAND フラッシュ

• トライ無線、デュアルバンドのサポート：2.4 GHzスロット 0、5 GHzスロット 1、および
5/6 GHz スロット 2

• 4 X 4 MIMO（最大 4 つの空間ストリームに対応）

• 8 X Wi-Fi 用 N 型メスコネクタ、1 X GNSS 用 TNC メス、マルチプロトコル IoT 無線機、
Aux 無線機、バロメータ

• Bluetooth Low Energy（BLE）無線機により、位置追跡や経路案内などの IoT向けの用途に
対応。

• 動作モード：Cisco URWB、WGB、または AP

• 1 X マルチギガビット（mGig）銅線イーサネットポート（IEEE 802.3at/bt、Cisco UPoE、
100 Mbps/1 Gbps/2.5 Gbps/5 Gbps を含む PoE をサポート）

• 1 X SFP インターフェイス：最大 10 Gbps をサポート

10G SFP ファイバモジュールの場合、Cisco PID SFP-10G-LR10-I
は、Catalyst IW9167E アクセスポイントでの性能を保証していま
す。

（注）

• ネットワークおよび電源インターフェイス用のオプションの M12 アダプタ

M12 アダプタは、Cisco Catalyst IW9167EH-HZ アクセスポイント
と互換性がありません。

（注）

• 2 種類の電源入力方法：PoE 入力および 24 ～ 48 VDC

• 防水・防塵：IP 66/67

• 衝撃、振動、および極端な温度条件に耐えられるように強化

• 動作温度：

• 日射負荷なしで -40 〜 70 °C

• -40°C での冷間起動をサポートし、-50°C での動作に対応します。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
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コネクタおよびポート
AP で利用できるポートおよびコネクタは次の図のとおりです。

図 1 : IW9167EH のコネクタおよびポート

リセット ボタン

リセットボタンの使用方法について
は、リセット ボタンの使用 （61 ペー
ジ）を参照してください。

2コンソール ポート（RJ-45）1

SFP（銅）100M/1000M/10G マルチギ
ガビット イーサネット/M12 X コード
または SFP（ファイバ）1G/10G

（注）
M12-RJ45アダプタを使用したM12 X
コードポートは、最大 2.5G のレート
をサポートできます。

4ステータス LED3
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DC 電源入力（Micro-Fit、または M12
アダプタを使用したM124ピンAコー
ド）

6100M/1000M/2.5G/5G マルチギガビッ
ト イーサネット（RJ-45）/M12Xコー
ド自動検知 PoE+ 入力（802.3at/bt）、
UPOE 入力

（注）
M12-RJ45アダプタを使用したM12X
コードポートは、最大 2.5G のレート
をサポートできます。

5

GNSS ポート8アンテナポート7

DC 電源用 4 ピン Micro-Fit コネクタ
次の図は、DC 電源用の 4 ピン Micro-Fit コネクタを示しています。

図 2 : ジョイントコネクタ：Molex Micro-Fit 43025-0400

図 3 : ジョイントコネクタの正面図

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
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割り当てMolex Micro-Fit ピン

黒（- マイナス端子）ピン 1

割り当てなしピン 2

白（+ プラス端子）ピン 3

割り当てなしピン 4

M12-RJ45 アダプタ
M12-RJ45アダプタ（CiscoPID：IW-ACC-M12ETH=）を使用して、M12Xコードコネクタをサ
ポートできます。

M12 アダプタは、Cisco Catalyst IW9167EH-HZ アクセスポイントと互換性がありません。（注）

M12-RJ45 アダプタを使用した M12 X コードポートは、最大 2.5G のレートをサポートできま
す。

（注）

図 4 : M12-RJ45 アダプタ（Cisco PID：IW-ACC-M12ETH=）

次の表は、M12-RJ45 アダプタのピン割り当てを示しています。

表 1 : M12-RJ45 ピン割り当て

M12 X コード信号RJ45

1B1_DA+1

2B1_DA-2

3B1_DB+3

4B1_DB-6

5B1_DD+7

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
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M12 X コード信号RJ45

6B1_DD-8

7B1_DC-5

8B1_DC+4

M12-PWR アダプタ
M12-PWR アダプタ（Cisco PID：IW-ACC-M12PWR=）を使用して、M12 A コード DC 電源コ
ネクタをサポートできます。

M12 アダプタは、Cisco Catalyst IW9167EH-HZ アクセスポイントと互換性がありません。（注）

図 5 : M12-PWR アダプタ（Cisco PID：IW-ACC-M12PWR=）

次の表は、M12-PWR アダプタのピン割り当てを示しています。

表 2 : M12-PWR ピン割り当て

M12 A コード導線Micro-FIT 4P

1赤（22 AWG）3

2未接続2

3黒（22 AWG）1

4未接続4
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電源
Cisco Catalyst IW9167 シリーズ アクセスポイントは、次の電源をサポートしています。

• DC 電源入力：24 ～ 48 VDC、2.0 ～ 0.9 A

No.18 AWG 以上の DC ケーブルを使用してください。（注）

• Power over Ethernet（PoE）入力：42.5 〜 57 VDC、1.0 〜 0.7 A

802.3at（PoE+）、802.3bt（PoE++）、Cisco Universal PoE（Cisco UPOE）。詳細について
は、アクセスポイントへの電源供給 （39 ページ）を参照してください。

CAT5eまたはそれ以上のイーサネットケーブルと 24 AWG以上の
太さの電話線コードを使用してください。

（注）

ステートメント 1033 - 安全超低電圧（SELV）：IEC 60950/ES1–IEC 62368 DC 電源

感電のリスクを軽減するため、この装置は、IEC 60950 に基づく安全基準の SELV 要件または
IEC 62368 に基づく安全基準の ES1 および PS1 要件に適合した DC 電源、またはクラス 2 電源
に接続してください。

警告

電源アダプタ

Cisco Catalyst IW9167EHeavy Dutyアクセスポイントは、次のDC電源アダプタをサポートして
います。

• PID：IW-PWRADPT-MFIT4P=：動作時：-40 ～ +65°C、60 W。

• PID：IW-PWRADPT-MFIT4IN=：動作時：-40 ～ +65°C、60 W。

パワー インジェクタ

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイントは、次のパワーインジェクタをサポート
しています。

• IW-PWRINJ-60RGDMG=：動作時：-40 ～ +70°C。70°C で 60 W、65°C で 65 W の電力ディ
レーティング。100M/1G/2.5G/5G/10G レートをサポートします。

• AIR-PWRINJ-60RGD1=：動作時：-40～+50°C、60W。10M/100M/1Gレートをサポートし
ます。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
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• AIR-PWRINJ-60RGD2=：動作時：-40～+50°C、60W。10M/100M/1Gレートをサポートし
ます。

AP を屋外または水気の多い場所や湿度の高い場所に設置する場合は、National Electrical Code
（NEC）の Article 210 で要求されているように、AP に電力を供給する AC 分岐回路に漏電遮
断器（GFCI）を装備する必要があります。

注意

イーサネット（PoE）ポート

このAPは、イーサネットアップリンクポートをサポートします（PoE入力にも対応）。RJ-45
コネクタ（耐候性）を使用するイーサネットケーブルは、イーサネットデータの送受信のほ
か、必要に応じて、パワーインジェクタまたは適切に電源が供給されるスイッチポートからの
インラインパワーの供給に使用されます。

AP は、イーサネットと電源の信号を感知して、ケーブル接続に合った内部回路に自動的に切
り替えます。

ヒント

データ接続
イーサネット（PoE）ポート

この AP は、イーサネット アップリンク ポートをサポートします（PoE 入力にも対応）。AP
のイーサネット アップリンク ポートは、RJ-45 コネクタ（耐候性）を使用して AP を
100BASE-T、1000BASE-T、2.5G BASE-T、または 5G BASE-T ネットワークにリンクします。

イーサネットケーブルには、シールド付きの屋外用カテゴリ 5e（CAT 5e）以上の定格ケーブ
ルを使用してください。5G レートにはカテゴリ 6A（CAT 6A）のケーブルが必要です。

AP は、イーサネットと電源の信号を感知して、ケーブル接続に合った内部回路に自動的に切
り替えます。

ヒント

SFP オプション

ステートメント 1008 - クラス 1 レーザー製品

クラス 1 レーザー製品です。

警告

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
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工場に発注可能なファイバオプションとして、ファイバ入出力機能が用意されています。ファ
イバデータの送受信は、次のSFPモジュールを使用してアクセスポイントに接続された、SFP
に応じた単芯または二芯のファイバ ケーブル経由で行われます。

表 3 : サポートされる SFP モジュール

動作温度範囲ファイバ/ケーブル距離PID

INDMMF220 ～ 550mGLC-SX-MM-RGD=

INDMMF/SMF550 m/10 kmGLC-LX-SM-RGD=

INDCAT 5e100 mGLC-T-RGD=1

INDSMF10 kmSFP-10G-LR10-I

EXTCAT 6A/CAT 730 m@10 GbpsSFP-10G-T-X2

INDOM3300mSFP-10G-SR-I=

1 GLC-T-RGD= は 1000BASE-T 接続のみをサポートします。
2 SFP-10G-T-X は Cisco IOS XE リリース 17.9.3 ではサポートされていません。

SFP モジュールはホットスワップ可能ではありません。SFP モジュールを抜き差しするとき
は、AP を手動でリロードする必要があります。

（注）

クライアントデータは、ファイバ対応スイッチまたはコントローラからファイバ接続を経由し
て、ネットワークコントローラに渡されます。設定情報は、使用しているスイッチまたはコン
トローラの設定ガイドに記載されています。

アンテナおよび無線機
Catalyst IW9167EHアクセスポイントには、指定された3つのSIAポートに繋いだSelf-Identifiable
Antenna（SIA）、デュアルバンドアンテナ、シングルバンドアンテナなど、複数のアンテナオ
プションをサポートする 8 つの N 型メスコネクタがあります。

サポートされる外部アンテナ
次の図は、Catalyst IW9167E アクセスポイントのアンテナポートを示しています。

• 注：アンテナを使用しない場合は、アンテナキャップを取り付ける必要があります。最大
トルク範囲（2.5 インチポンド（0.283 Nm））で締めます。

（注）
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図 6 : Catalyst IW9167EH アクセスポイントのアンテナポート

Port 2

4X4、2X2 モードで 2.4 GHz 無線機を
サポートします。4X4 モードで 5 GHz
無線機をサポートします。

2Port 1

4X4、2X2、または 1X1 モードで 2.4
GHz 無線機をサポートします。4X4
モードで5GHz無線機をサポートしま
す。SIA をサポートします。

1

ポート 4

4X4 モードで 2.4 GHz 無線機をサポー
トします。4X4、2X2、または 1X1
モードで5GHz無線機をサポートしま
す。Bluetooth LowEnergy（BLE）無線
機をサポートします。SIAをサポート
します。

4ポート 3

4X4 モードで 2.4 GHz 無線機をサポー
トします。4X4、2X2 モードで 5 GHz
無線機をサポートします。

3

ポート 6

4X4、2X2 モードで 5/6 GHz 無線機を
サポートします。

6ポート 5

4X4、2X2、1X1 モードで 5/6 GHz 無
線機をサポートします。SIAをサポー
トします。

5
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ポート 8

4X4 モードで 5/6 GHz 無線機をサポー
トします。

8ポート 7

4X4 モードで 5/6 GHz 無線機をサポー
トします。

7

無指向性アンテナをポート 1 ～ 4 とポート 5 ～ 8 の両方に直接接続しないでください。5 GHz
と 5/6 GHz 無線機間の干渉を避けるには、同軸ケーブルを使用し、1 セットのアンテナを、
シャーシに直接取り付けられているアンテナから少なくとも 3 フィート（1 m）垂直に離して
取り付けます。無指向性アンテナは、ポート 1 ～ 4 または 5 ～ 8 のいずれかに接続できます
が、5 GHz と 5/6 GHz 無線機の両方のアンテナポートの組み合わせに同時に接続することはで
きません。

指向性アンテナを 5 GHz と 5/6 GHz 両方の無線機に接続する場合は、垂直方向に少なくとも
10フィート（3m）離すか、水平方向に少なくとも 5フィート（1.5 m）離して、メインビーム
の方向を少なくとも 90 度離します。

（注）

サポートされる Wi-Fi アンテナ

Catalyst IW9167EH アクセスポイントは、次の外部 Wi-Fi アンテナをサポートします。

表 4 : サポートされる Wi-Fi アンテナ

アンテナ名コネクタアンテナ利得（dBi）PID

6 GHz5 GHz4.9
GHz

2.4
GHz

2.4/5 GHz トライバンド無指
向性ダイポールアンテナ（水
平偏波、Self-Identifying）

N オス7774IW-ANT-OMH-2567-N=

Cisco Aironetデュアルバンド
無指向性ダイポールアンテナ
（白）

N オス–7—4AIR-ANT2547V-N=

Cisco Aironetデュアルバンド
無指向性ダイポールアンテナ
（グレー）

N オス–7—4AIR-ANT2547VG-N=

Cisco Aironetデュアルバンド
無指向性ダイポールアンテナ
（グレー、Self-Identifying）

N オス–7—4AIR-ANT2547VG-NS=

Cisco Aironetデュアルバンド
無指向性ダイポールアンテナ
（グレー）

N オス–8—6AIR-ANT2568VG-N=
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アンテナ名コネクタアンテナ利得（dBi）PID

Cisco Aironetデュアルバンド
無指向性ダイポールアンテナ
（グレー、Self-Identifying）

N オス–8—6AIR-ANT2568VG-NS=

Cisco Aironet 2.4 GHz 8 dBi 無
指向性ダイポールアンテナ

N オス–——8AIR-ANT2480V-N=

Cisco Aironet 5 GHz 8 dBi無指
向性ダイポールアンテナ

N オス–87—AIR-ANT5180V-N=

Cisco Aironet 2.4 GHz 13 dBi
デュアルポート双直線偏波指
向性パネルアンテナ

N オス
（X2）

–——13AIR-ANT2413P2M-N=

Cisco Aironet 5 GHz 13 dBi
デュアルポートデュアル偏波
指向性パネルアンテナ

N オス
（X2）

–13——AIR-ANT5114P2M-N=

Cisco Aironet 4 ポートデュア
ルバンド偏波ダイバーシティ
指向性パネルアンテナ

N メス
（X 4）

–13—13AIR-ANT2513P4M-N=

シスコトライバンド8素子双
直線 +/-45 度傾斜偏波指向性
スタジアムアンテナ
（GNSS、Self-Identifying）

RP-TNC
ジャック
（X8）、
TNC メス
（X 1、
GNSS）

9.258.35—8.65IW-ANT-PNL25610-R=

Cisco 産業用高利得指向性ア
ンテナ

N 型、メ
ス

151515—IW-ANT-PNL5615-NS=

これらのアンテナの取り付け手順および詳細情報については、Cisco.comのアンテナデータシー
ト、または次のアンテナガイドを参照してください。

• 『Cisco Industrial Routers and Industrial Wireless Access Points Antenna Guide』

• http://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/aironet-antennas-accessories/
products-installation-guides-list.html

アンテナを取り付けるときは、安全に関する注意事項に従います。安全に関する情報について
は、アンテナを取り付ける際の安全上の注意 （67 ページ） を参照してください。
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サポートされる URWB アンテナ

表 5 : サポートされる URWB アンテナ

アンテナ名コネクタアンテナ利得（dBi）PID

6 GHz5 GHz4.9
GHz

2.4
GHz

5 GHz無指向性多偏波アンテ
ナ

N メス—33—IW-ANT-OMM-53-N=

5GHz垂直偏波無指向性ダイ
ポールアンテナ

N メス—5——IW-ANT-OMV-55-N=

5GHz水平偏波無指向性ダイ
ポールアンテナ

N メス—5——IW-ANT-OMH-55-N=

5 GHz デュアルポート +/-45
度デュアル斜め偏波指向性パ
ネルアンテナ

N メス
（X 2）

—9——IW-ANT-PNL-59-N=

5GHz指向性シャークアンテ
ナ、+/-45 度デュアル斜め偏
波

QMAメス
（X2）

—1414—IW-ANT-SKS-514-Q=

5GHz双方向シャークアンテ
ナ、+/-45 度デュアル斜め偏
波

QMAメス
（X2）

—1313—IW-ANT-SKD-513-Q=

Cisco 産業用高利得指向性ア
ンテナ

N 型、メ
ス

151515—IW-ANT-PNL5615-NS=

サポートされる GNSS アンテナ

次の表に、Catalyst IW9167EH アクセスポイントでサポートされている外部 GNSS アンテナを
示します。

表 6 : サポートされる GNSS アンテナ

説明コネク
タ

サポートされている周波
数

PID

屋外用アクティブGNSSアンテナ
（15 フィートの統合ケーブル付
属）

TNC オ
ス

1560 ～ 1608 MHzANT-GNSS-OUT-TNC=
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第 2 章

アクセスポイントの開梱

• パッケージの内容 （15 ページ）
• アクセス ポイントの開梱 （15 ページ）
• 注文可能なシスコ製アクセサリ （16 ページ）

パッケージの内容
各 AP パッケージには次の品目が含まれています。

• Catalyst IW9167EH アクセスポイント X 1

• 酸化物防止ペースト付きアースラグキット

• PG13.5 グランド X 1

• 耐候性テープ

アクセス ポイントの開梱
AP を開梱するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 梱包を解いて、アクセスポイントと選択した取り付けアクセサリキットを梱包箱から取り出します。

ステップ 2 梱包材を出荷用の箱に戻し、後で使用する場合に備えて保管しておきます。

ステップ 3 注文品がすべて揃っていることを確認します。欠品または損傷品が見つかった場合は、製品の購入代理店
まで問い合わせてください。
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15



注文可能なシスコ製アクセサリ
次のアクセサリが、シスコから別売りされています。

• AP 取り付けブラケット

表 7 : Catalyst IW9167EH および -HZ AP モデル用にサポートされている取り付けブラケット

説明Cisco PID

DIN レール取り付けブラケットAIR-ACCDMK3700=

支柱取り付けブラケット（直径2～3.2インチの支柱
用）

AIR-ACCPMK3700=

支柱取り付けブラケット（直径 2～ 16インチの支柱
用）

AIR-ACCPMK3700-2=

• アクセサリキット

使用制限説明Cisco PID

—SFPポート用グランドキット（数
量：5）

AIR-SFP-KIT1=

防爆ではありませんアダプタ、RJ45 イーサネットコ
ネクタへの M12 X コード

IW-ACC-M12ETH=

防爆ではありませんアダプタ、Micro-fit 電源コネク
タへの M12 4 ピン A コード

IW-ACC-M12PWR=

防爆ではありませんSFP ポートで使用する場合の
M12 用スペーサ（数量：5）

IW-ACC-M12SPCR1=

• M12 ケーブル

説明Cisco PID

M12DC電源ケーブル、4ピン、Aコード、10フィー
ト

CAB-PWR-M12-10=

M12～RJ-45イーサネットケーブル、8ピン、Xコー
ド、10 フィート

CAB-RJ45-M12-10=

M12 ～ M12 イーサネットケーブル、8 ピン、X コー
ド、10 フィート

CAB-ETHM12-M12-10=

• RF 同軸アダプタ
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説明Cisco PID

N(f) ～ N(f) RF アダプタ DC-11 GHzAIR-ACC370-NF-NF=

• RF 同軸ケーブル

説明Cisco PID

5 フィート LMR-400-DB、N（m）-STR ～ N（m）
-R/A

CAB-L400-5-N-N=

5 フィート LMR-400-DB、N（m）-STR ～ N（m）
-STR

CAB-L400-5-N-NS=

10 フィート LMR-400-DB、N（m）-STR ～ N（m）
-STR

AIR-CAB010LL-N=

20 フィート LMR-400-DB、N（m）-STR ～ N（m）
-RA

CAB-L400-20-N-N=

25 フィート LMR-400-DB/FR/CMR、N（m）-STR ～
N（m）-RA

AIR-CAB025HZ-N=

30 フィート LMR-600-DB、N（m）-STR ～ N（m）
-RA

CAB-L600-30-N-N=

10フィートLMR-240-FR/CMR、N（m）-STR～QMA
（m）-RA

CAB-L240-10-Q-N=

15フィートLMR-240-FR/CMR、N（m）-STR～QMA
（m）-RA

CAB-L240-15-Q-N=

20フィートLMR-240-FR/CMR、N（m）-STR～QMA
（m）-RA

CAB-L240-20-Q-N=

• 避雷器

説明避雷器

避雷器キット、N（f）コネクタCGR-LA-NF-NF=

避雷器キット、N（m）～ N（f）CGR-LA-NM-NF=

避雷器キット、GNSS 用 TNC（m）から TNC（f）ACC-LA-G-TM-TF=

• 電源アダプタおよびパワーインジェクタ（PoE が使用できない場合）

説明電源モジュール

電源アダプタ、AC-DC、Micro-Fit 4 ピンコネクタIW-PWRADPT-MFIT4P=
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説明電源モジュール

電源アダプタ、AC-DC、Micro-Fit 4ピンコネクタ（イ
ンドで使用）

IW-PWRADPT-MFITIN=

パワーインジェクタ、60 W、屋外用 5GEIW-PWRINJ-60RGDMG=

60 W 定格屋外用パワーインジェクタ（北米用 AC 電
源プラグ付き）。詳細については、パワーインジェ
クタのデータシートを参照してください。

AIR-PWRINJ-60RGD1=

60W定格屋外用パワーインジェクタ（ブラントエン
ドケーブルの国際バージョン）。詳細については、
パワーインジェクタのデータシートを参照してくだ
さい。

AIR-PWRINJ-60RGD2=
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第 3 章

設置の概要

• 設置前の設定（任意） （19 ページ）
• 設置前の確認と設置のガイドライン （22 ページ）
• アクセス ポイントの取り付け （23 ページ）
• 電源アダプタの取り付け （34 ページ）
• アクセス ポイントの接地 （37 ページ）
• アクセスポイントへの電源供給 （39 ページ）
• データ ケーブルの接続 （45 ページ）

設置前の設定（任意）
次の手順は、AP の設置と初期操作が正常に行われるようにするためのプロセスを説明するも
のです。

設置前の設定は、オプションの手順です。ネットワークコントローラが適切に設定されている
場合は、AP を最終位置に取り付けて、そこからネットワークに接続することができます。

（注）

次の図に、設置前の設定を示します。
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次の操作を行ってください。

始める前に

シスコのコントローラ分散システム（DS）がネットワークに接続されていることを確認しま
す。該当するリリースの『Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller Software Configuration
Guide』に記載されている CLI または GUI 向けの手順を使用します。

• AP、シスココントローラ管理、およびAPマネージャインターフェイス間のレイヤ 3接続
を有効にします。

• AP が接続するスイッチを設定します。詳細については、ご使用のリリースの『Cisco
Wireless Controller Configuration Guide』を参照してください。

• 新しい AP が常に参加するように、Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤレス コントローラ
をプライマリとして設定します。

• ネットワーク上でDHCPが有効であることを確認します。APは、DHCPを介して IPアド
レスを取得する必要があります。

802.11axAPは、デフォルトルータ（ゲートウェイ）がDHCPサー
バー上に設定されており（AP が自身のゲートウェイ IP アドレス
を受け取れるようにする）、ゲートウェイARPが解決される場合
のみ、DHCP サーバーから IP アドレスが割り当てられます。

（注）

• CAPWAP UDP ポートがネットワーク内でブロックされないようにします。

• AP は、コントローラの IP アドレスを検出できる必要があります。これには、DHCP、
DNS、または IPサブネットブロードキャストを使用します。このガイドでは、コントロー
ラの IP アドレスを提供する DHCP 方式について説明します。その他の方式については、
製品マニュアルを参照してください。
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AP には、イーサネットポートがトラフィックのボトルネックに
ならないように、マルチギガビット イーサネット（5Gpbs）リン
クが必要です。

（注）

手順

ステップ 1 サポートされている電源を使用して AP に電力を供給します。

• AP がコントローラに接続しようとすると、LED が緑色、赤色、消灯の順に切り替わります。この動
作は、最大で 5 分間続きます。

（注）
AP が 5 分を超えてもこのモードのままの場合、AP がプライマリ Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤ
レス コントローラを検出できないことを示します。AP と Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤレス コ
ントローラの接続をチェックし、いずれも同じサブネット上にあることを確認します。

• AP がシャットダウンした場合は、電源をチェックします。

• AP は、Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤレス コントローラを検出した後、AP コードバージョンが
Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤレス コントローラのコードバージョンと異なる場合、新しいオペ
レーティング システム コードのダウンロードを試みます。この動作中は、ステータス LED が青色に
点滅します。

オペレーティングシステムのダウンロードに成功すると、AP がリブートします。

ステップ 2 （オプション）AP を設定します。コントローラの CLI、GUI、または Cisco DNA Center を使用して、アク
セスポイント固有の 802.11ax ネットワーク設定をカスタマイズします。

ステップ 3 設置前の設定に成功すると、ステータス LED が緑色になり、通常の動作を示します。AP を切り離して、
ワイヤレスネットワーク上の配置予定場所に取り付けます。

ステップ 4 AP が通常の動作を示さない場合、電源を切り、設置前の設定を繰り返します。

（注）
レイヤ 3 アクセスポイントを Cisco Catalyst 9800 シリーズ ワイヤレス コントローラとは別のサブネットに
設置する場合、次のセットアップが構成されていることを確認します。

• APをインストールするサブネットから DHCP サーバーに到達できること。

• コントローラに戻るルートがサブネットにあること。

• このルートで、CAPWAP 通信用の宛先 UDP ポート 5246 および 5247 が開かれていること。

• 第 1、第 2、および第 3のコントローラに戻るルートで、IPパケットのフラグメントが許可されている
こと。
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• アドレス移動を使用する場合、アクセスポイントおよびコントローラに、外部アドレスへの静的な 1
対 1 の NAT があること。ポートアドレス変換はサポートされていません。

設置前の確認と設置のガイドライン
アクセスポイントを取り付けて導入する前に、サイトの調査を行って（またはサイト計画ツー
ルを使用して）アクセスポイントを設置する最適な場所を判断することを推奨します。

ご使用のワイヤレス ネットワークについて次の情報を知っておく必要があります。

• アクセス ポイントの場所

• アクセスポイントの取り付けオプション：垂直または水平の壁面または支柱

• アクセスポイントの電源オプション：次のオプションのいずれかを使用して AP に給電で
きます。

• DC 電源入力

• シスコ認定パワーインジェクタ

• 802.3at（PoE+）、802.3bt、および Cisco Universal PoE（Cisco UPOE）

• 動作温度：-40 ～ 70°C（-40 ～ 158°F）、日射負荷あり、エアーフローなし。

• コンソールポートを使用したコンソールへのアクセス

長さ 1 メートル以下のコンソールケーブルを使用することをお勧めします。

終端されていないコンソールケーブル（デバイスまたは端末に接
続されていない）、または長さが 1 メートルを超えるコンソール
ケーブルを使用すると、起動中に AP で問題が発生する可能性が
あります。

（注）

アクセスポイントの場所を示すサイトマップを作成し、各場所のデバイスの MAC アドレスを
記録して、その記録をワイヤレスネットワークを計画または管理している担当者に渡すことが
できるようにすることを推奨します。
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アクセス ポイントの取り付け

取り付け用部品
Catalyst IW9167E アクセスポイントには、本体一体型の取り付けフランジがあります。以下の
部品も使用できます。

• DIN レール取り付けブラケット

• 支柱取り付けブラケット

必要な取り付け用部品は、次のように取り付ける位置によって異なります。

• 天井、堅い天井面、壁面の場合、本体一体型の取り付けフランジを使用してアクセスポイ
ントを直接取り付けます。

取り付けフランジは、アクセス ポイントのポートがない辺にあります。

• 電気キャビネットまたはネットワークボックスの場合、取り付けフランジまたはDINレー
ル取り付けブラケットを使用して、アクセス ポイントを直接取り付けます。

• 支柱に設置する場合は、支柱取り付けブラケットを使用します。

取り付けブラケットの部品番号

これらのブラケットはアクセスポイントに付属していません。個別に注文できます。（注）

表 8 : 取り付けブラケットの部品番号

シスコの部品番号取り付けブラケット

AIR-ACCDMK3700=DIN レール取り付けブラケット

AIR-ACCPMK3700=支柱取り付けブラケット（直径2～3.2インチ
の支柱用）

AIR-ACCPMK3700-2=支柱取り付けブラケット（直径 2～ 16インチ
の支柱用）

一体型フランジ マウントの使用
限られたスペースの場合、または強い衝撃や振動が発生する場所に設置する場合には、一体型
フランジ マウントを使用して直接取り付ける方法が一般的です。
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一体型フランジマウントを使用してアクセスポイントを取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 アクセス ポイントの設置には、アクセス ポイントの重量を十分に支えられる場所を選んでください。

ステップ 2 アクセス ポイントの取り付け穴をテンプレートとして使い、取り付け場所に印を付けます。

取り付け穴2メインマウントフランジ1
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ステップ 3 取り付け面に、1/4-20 または M6 のボルトに合うプラスチック ウォール アンカー用の穴をあけ、適切なア
ンカーを取り付けます。

ステップ 4 吊り天井の取り付け穴とアクセス ポイントの取り付け穴の位置を合わせます。

ステップ 5 取り付けネジを取り付け穴 4 箇所のそれぞれに挿入し、締め付けます。

ステップ 6 キーホールを使って、「ハンズフリー」インストールができます。

（注）
アクセス ポイントがしっかりと固定されたことを確認してください。

DIN レール取り付けブラケットの使用
DIN レール取り付けブラケットは、ネットワーククローゼットまたはキャビネット、電気ク
ローゼットまたはキャビネット内で、または軽度の衝撃や振動がある配線室で使用できます。
図 7 : DIN レール取り付けアセンブリ （25 ページ）に DIN レール、DIN レール取り付けアセ
ンブリを示します。

図 7 : DIN レール取り付けアセンブリ

DINレール取り付けブラケットクリッ
プ

235mmDINレール（シスコによる提供
なし）

1

アクセス ポイントを DIN レールに取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、付属のM6部品を使用してアクセス ポイントおよびDINレール取り付けブラケット
を組み立てます。
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M6 ネジ（締め付けトルク 6 ～ 7 フィート
ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm））

3スチール製 DIN 取り付けブラケット1

アクセス ポイント4M6 挿入部2

ステップ 2 DIN レールの真正面でアクセス ポイント アセンブリの位置を決めます。

ステップ 3 バネ式の上部取り付けクリップの下に DIN レール取り付けブラケットを挿入します。

（注）
スリップ防止クリップに DIN レールが固定されたことを確認してください。
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ステップ 4 DINレール取り付けブラケットの下側のリップが下部取り付けブラケット クリップに固定されるまで、保
持ハンドルを引いて下げます。

ステップ 5 保持ハンドルを離します。

支柱取り付けブラケットの使用
アクセスポイントを取り付ける支柱のサイズに応じて、次の表に挙げる支柱取り付けブラケッ
トのどちらかを選択できます。

表 9 : 支柱取り付けブラケット

該当する支柱の直径シスコの部品番号取り付けブラケット

2 ～ 3.2 インチAIR-ACCPMK3700=支柱取り付けブラケット

2 ～ 16 インチAIR-ACCPMK3700-2=支柱取り付けブラケット 2

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= の使用
取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= を使用してアクセス ポイントを支柱に取り付けるに
は、次のようにします。

手順

ステップ 1 付属の U ボルト、座金、ナットを使用して、取り付けブラケットを支柱に取り付けます。

M8 X 1.25 ナットと座金3直径 2 ～ 3.2 インチ（5 ～ 8 cm）の支柱1
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支柱取り付けブラケット4M8 X 1.25 U ボルト2

ステップ 2 付属のボルト、座金、ナットを使用して、アクセス ポイントをマウント プレートに取り付けます。

（注）
U ボルトの両方のナットが均等に締め付けられたことを確認してください。片側を締め付けすぎると、U
ボルトがゆがみます。

ステップ 3 ナットを 6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けます。

支柱取り付けブラケット3アクセス ポイント1

直径 2 ～ 3.2 インチ（5 ～ 8 cm）の支柱4M6 ボルトと座金2

（注）
アクセス ポイントが取り付けブラケットにしっかりと固定されたことを確認してください。

キーホールを使って、「ハンズフリー」インストールができます。ナットを 6 ～ 7 フィート ポンド（8.1
～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けていることを確認します。

注意
取り付け部品を十分なトルクで締め付けないまま、アクセス ポイントから離れないでください。
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取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= の使用
取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= は、直径 2 ～ 16 インチの支柱をサポートします。
取り付けブラケットを使用してアクセス ポイントを支柱に取り付けるには、次のようにしま
す。

手順

ステップ 1 アクセス ポイントを取り付ける支柱の直径に合わせて、支柱クランプ ブラケットの 2本のストラップ ブ
ラケットを組み立てます。次の図に、支柱の直径インジケータと支柱クランプ ブラケットのボルト穴を
示します。

図 8 : 支柱クランプ ブラケットの調整穴の位置

支柱サイズのインジケータ

• 2 ～ 6 インチ

• 6 ～ 11 インチ

• 11 ～ 16 インチ

1

支柱の直径に適合するボルト穴（ここでは 11 ～ 16 インチを使用）2
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ステップ 2 次の図に示すように、使用する柱の直径に応じて、支柱クランプブラケットにストラップブラケットの
位置を合わせ、各ストラップ ブラケットを 2 本の M8 x16 のボルトで（ばね座金を併用して）固定しま
す。ボルトを 13 ～ 15 フィート ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締め付けます。

図 9 : 組み立てられた支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケット

ストラップ ブラケット（直径 11 ～ 16 イ
ンチの支柱に合わせた場合）

3M8 x1.25x16 ボルト（ばね座金付き）1

支柱クランプ ブラケット2

ステップ 3 M8 ナットを支柱クランプ ブラケットの支持ボルトにねじ込み、ボルトが脱落しないようナットを十分
に締め付けます。

ステップ 4 アクセス ポイントを垂直の支柱に取り付ける場合は、2 本の金属帯を支柱に巻き付けてアクセス ポイン
トをサポートする必要があります。この手順を実行するには、柱取り付けキットに付属していない工具
や資材が別途必要です（詳細については、次の表を参照）。
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表 10 : アクセス ポイントを支柱に取り付けるために必要な資材

キットに付属必要な資材取り付け方法

はい0.75インチ（1.9 cm）のステンレス スチール製バン
ド 2 個

垂直支柱

いいえ結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco
AIR-BAND-INST-TL=）

はいアース ラグ（アクセス ポイントに付属）

いいえアース ラグ用の圧着工具（CD-720-1 ダイ付きの
Panduit CT-720）（http://onlinecatalog.panduit.com）

いいえ#6 AWG アース線

ステップ 5 アクセス ポイントを取り付ける支柱上の位置を選択します。アクセス ポイントは、直径が 5.1～ 40.6 cm
（2 ～ 16 インチ）の支柱に取り付けることができます。

ステップ 6 支柱が 3.5インチ（8.9 cm）より太い場合は、2本の金属製ストラップを使用して支柱クランプ ブラケッ
ト アセンブリを支柱に取り付けます（次の図を参照）。ストラップ用工具（BAND IT）
（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従い、ストラップ ブラケットのスロットを通して、
各金属製ストラップを 2 回巻きます。

注意
支柱クランプブラケットとストラップブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラップを巻かな
いでください。アクセス ポイントを適切に固定できなくなります。

図 10 : 3.5 インチ（8.9 cm）よりも太い支柱に取り付けたクランプ ブラケット アセンブリ
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金属製の取り付けストラップ3支柱クランプ ブラケット1

支柱4ストラップブラケットのストラップスロッ
ト

2

ステップ 7 直径が 3.5 インチ（8.9 cm）以下の支柱の場合は、支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケットの
間のすき間を通して巻いた 2本の金属製ストラップを使用して、支柱クランプ ブラケット アセンブリを
支柱に取り付けます。これにより、極端な環境下でも最大強度で固定できます。ストラップ用工具（BAND
IT）（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従い、各金属ストラップを 2 回巻きます。

注意
支柱クランプブラケットとストラップブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラップを巻かな
いでください。アクセス ポイントを適切に固定できなくなります。

ステップ 8 必要に応じて、金属製ストラップを締める前に、支柱クランプ ブラケットを支柱に設置します。

（注）
金属製ストラップを完全に締め付けると、金属製ストラップを切断または分解しない限り、支柱クラン
プ ブラケットを調整できなくなります。

ステップ 9 結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco AIR-BAND-INST-TL=）を使用し、工具に同梱されている手
順書に従って金属ストラップを締めます。金属バンドはできる限り固く締めてください。

ステップ 10 取り付けブラケットを支柱クランプ ブラケットの支持ボルトに載せます。

ステップ 11 4 本の M8 x16 ボルト（平座金とばね座金付き）をボルト穴に取り付けます。

図 11 : 取り付けブラケットと支柱クランプ ブラケット アセンブリ
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ボルト穴3支柱クランプ ブラケット アセンブリ1

取り付けブラケット4アクセス ポイント支持ボルト2

ステップ 12 ボルトとナットを手で締めます（強く締めすぎないでください）。

ステップ 13 取り付けブラケット ユニットの上端が水平になるように調節し、ボルトとフランジ ナットを 13 ～ 15
フィート ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます。

ステップ 14 付属のボルト、座金、ナットを使用して、アクセス ポイントをマウント プレートに取り付けます。

ステップ 15 ナットを 6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けます。

図 12 : 取り付けブラケットに取り付けたアクセス ポイント

支柱取り付けブラケット3アクセス ポイント1

支柱4M6 ボルトと座金2

（注）
アクセス ポイントが取り付けブラケットにしっかりと固定されたことを確認してください。

注意
取り付け部品を十分なトルクで締め付けないまま、アクセス ポイントから離れないでください。
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電源アダプタの取り付け
取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= または AIR-ACCPMK3700-2= を使用して電源アダプ
タ（IW-PWRADPT-MFIT4P=）を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下のセクショ
ンの手順を実行します。

取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700=を使用した電源アダプタの取り
付け

取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700=を使用して電源アダプタ（IW-PWRADPT-MFIT4P=）
を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= の使用 （27 ページ）のステップ 1 の説明に従って取り付けブラ
ケットを設置済みであることを確認します。

ステップ 2 次の図に示されているように、電源を 4 本の 6-32 ネジで取り付け、ネジを 8.3 ～ 11 インチポンド（0.9 ～
1.2 Nm）のトルクで締め付けます。
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図 13 : 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= を使用して取り付けられた電源アダプタ

DC 出力ケーブル3電源アダプタ1

10 インチ以上4結束バンド2

ステップ 3 ケーブルの余長が束ねられ、取り付けブラケットに結束バンドで固定されていることを確認します。ステッ
プ 2 の図に示すようにケーブルを配線します。

ステップ 4 ステップ 2の図に示されているように、電源の下端からコネクタの端までの長さが 10インチ以上になって
いることを確認します。

ステップ 5 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= の使用 （27 ページ） のステップ 2 およびステップ 3 で説明され
ているように、アクセスポイントをマウントプレートに取り付けます。
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取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= を使用した電源アダプタの取
り付け

取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700-2=を使用して電源アダプタ（IW-PWRADPT-MFIT4P=）
を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= の使用 （29 ページ）のステップ 1 ～ 13 の説明に従って取り付
けブラケットを設置済みであることを確認します。ただしステップ 11 については、下側の 2 本のボルト
を、次の図の No. 6 に示す位置に変更する必要があります。

ステップ 2 次の図に示されているように、電源を 4 本の 6-32 ネジで取り付け、ネジを 8.3 ～ 11 インチポンド（0.9 ～
1.2 Nm）のトルクで締め付けます。

図 14 : 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= を使用して取り付けられた電源アダプタ

10 インチ以上4電源アダプタ1

6-32 ネジ 4 本5結束バンド2

ボルトの位置を変更6DC 出力ケーブル3
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ステップ 3 ケーブルの余長が束ねられ、取り付けブラケットに結束バンドで固定されていることを確認します。ステッ
プ 2 の図に示すようにケーブルを配線します。

ステップ 4 ステップ 2の図に示されているように、電源の下端からコネクタの端までの長さが 10インチ以上になって
いることを確認します。

ステップ 5 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= の使用 （29 ページ） のステップ 14 およびステップ 15 で説明
されているように、アクセス ポイントをマウント プレートに取り付けます。

アクセス ポイントの接地
すべての設置で、アクセスポイントを取り付けた後、電源ケーブルに接続する前にユニットを
適切に接地する必要があります。

ステートメント 1024 - アース導体

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を
破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ
い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し
てください。

警告

ステートメント 1074 - 地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必
要があります。

警告

アクセス ポイントには、アース キットが同梱されています。

図 15 : アクセス ポイントのアース キットの内容

ネジ（M4、6mm）X 22アースラグ1

アース キットには、チューブ状の酸化防止ペーストも含まれています。（注）
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アクセス ポイントを接地する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 圧着工具を使用して、6-AWG（13.3 mm2）アース線（アースキットには含まれない）をアースラグにしっ
かりと接続します。

ステップ 2 同梱されたネジを使用して、同じく同梱されたアースラグを、アクセスポイントのアース接続ポイントに
接続します。

アース ラグとアクセス ポイントのアース接続の間に、酸化防止ペーストを塗布します。
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AP アース接続ポイント1

ステップ 3 ネジを 20 ～ 25 インチポンドのトルクで締め付けます。

ステップ 4 必要に応じて、アース線のもう一方の端の絶縁被覆を取り除いて、接地ロッドなどの信頼できる接地点ま
たは接地された支柱の適切な接地点に接続します。

アース ケーブルの長さは、1 m を超えないようにします。推奨は 0.5 m です。

接地されたインターフェイスに、同梱の酸化防止ペーストを使用します。

アクセスポイントへの電源供給
AP は次の電源に対応しています。

• DC 電源：24 ～ 48 VDC

• Power-Over-Ethernet（PoE）

APには、インライン パワー インジェクタまたは適切に電力が供給されるスイッチポートから
PoE入力を通して電源が供給されます。設定および規制ドメインによっては、フル稼働に必要
な電力は 802.3bt または UPoE です。

詳細については、電源 （7 ページ）を参照してください。

電源
Cisco Catalyst IW9167 シリーズ アクセスポイントは、次の電源をサポートしています。

• DC 電源入力：24 ～ 48 VDC、2.0 ～ 0.9 A

No.18 AWG 以上の DC ケーブルを使用してください。（注）

• Power over Ethernet（PoE）入力：42.5 〜 57 VDC、1.0 〜 0.7 A

802.3at（PoE+）、802.3bt（PoE++）、Cisco Universal PoE（Cisco UPOE）。詳細について
は、アクセスポイントへの電源供給 （39 ページ）を参照してください。

CAT5eまたはそれ以上のイーサネットケーブルと 24 AWG以上の
太さの電話線コードを使用してください。

（注）
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ステートメント 1033 - 安全超低電圧（SELV）：IEC 60950/ES1–IEC 62368 DC 電源

感電のリスクを軽減するため、この装置は、IEC 60950 に基づく安全基準の SELV 要件または
IEC 62368 に基づく安全基準の ES1 および PS1 要件に適合した DC 電源、またはクラス 2 電源
に接続してください。

警告

電源アダプタ

Cisco Catalyst IW9167EHeavy Dutyアクセスポイントは、次のDC電源アダプタをサポートして
います。

• PID：IW-PWRADPT-MFIT4P=：動作時：-40 ～ +65°C、60 W。

• PID：IW-PWRADPT-MFIT4IN=：動作時：-40 ～ +65°C、60 W。

パワー インジェクタ

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイントは、次のパワーインジェクタをサポート
しています。

• IW-PWRINJ-60RGDMG=：動作時：-40 ～ +70°C。70°C で 60 W、65°C で 65 W の電力ディ
レーティング。100M/1G/2.5G/5G/10G レートをサポートします。

• AIR-PWRINJ-60RGD1=：動作時：-40～+50°C、60W。10M/100M/1Gレートをサポートし
ます。

• AIR-PWRINJ-60RGD2=：動作時：-40～+50°C、60W。10M/100M/1Gレートをサポートし
ます。

AP を屋外または水気の多い場所や湿度の高い場所に設置する場合は、National Electrical Code
（NEC）の Article 210 で要求されているように、AP に電力を供給する AC 分岐回路に漏電遮
断器（GFCI）を装備する必要があります。

注意

イーサネット（PoE）ポート

このAPは、イーサネットアップリンクポートをサポートします（PoE入力にも対応）。RJ-45
コネクタ（耐候性）を使用するイーサネットケーブルは、イーサネットデータの送受信のほ
か、必要に応じて、パワーインジェクタまたは適切に電源が供給されるスイッチポートからの
インラインパワーの供給に使用されます。

AP は、イーサネットと電源の信号を感知して、ケーブル接続に合った内部回路に自動的に切
り替えます。

ヒント
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電源機能対照表
次の表に、AP の電源と機能の対照を示します。

表 11 : Catalyst IW9167EH アクセスポイントの電源機能対照表

SFPmGig
Eth

GNSSAux 無
線機

パスあ
たり
dBm

6 GHz
無線機

パスあ
たり
dBm

5 GHz
無線機

パスあ
たり
dBm

2.4 GHz
無線機

電源入
力

対応最大
5G

対応対応174 X 4244 X 4244 X 424 ～
48 V

対応最大
5G

対応対応174 X 4244 X 4244 X 4802.3bt/
UPOE

対
応/1G

最大
1G

対応対応172 X 2232 X 2232 X 2802.3at

パワー インジェクタの接続
AP は、次のパワーインジェクタをサポートしています。

表 12 : サポートされるパワーインジェクタ

説明電源

屋外用 60 W パワーインジェクタ（北米用 AC
プラグ付き）

AIR-PWRINJ-60RGD1=

60 W 定格屋外用パワーインジェクタ、AC プ
ラグなしのグローバルバージョン

AIR-PWRINJ-60RGD2=

60 W 定格屋外用パワーインジェクタ、5GEIW-PWRINJ-60RGDMG=

パワーインジェクタは、イーサネットケーブル経由で AP に DC 電圧を供給し、スイッチから
AP までの全長 100 m（328 フィート）のエンドツーエンド イーサネット ケーブルをサポート
します。

オプションのパワーインジェクタで AP を動作させる場合は、次の手順に従って設置します。

手順

ステップ 1 AP に PoE で給電する前に、AP が接地済みであることを確認します（アクセス ポイントの接地 （37 ペー
ジ） を参照）。

ステップ 2 CAT5e 以上のイーサネット ケーブルを有線 LAN ネットワークからパワー インジェクタに接続します。
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（注）
設置者には、このタイプのパワーインジェクタによる AP への電源供給が、地方または国の安全検査と通
信機器の基準を満たしていることを確認する責任があります。

ステップ 3 AP の電源を入れる前に、AP にアンテナが接続され、アースが取り付けられていることを確認します。

ステップ 4 シールド付き屋外用イーサネットケーブル（CAT5e 以上）で、パワーインジェクタと AP の PoE 入力コネ
クタ間を接続します。

ステップ 5 イーサネットケーブルを AP の PoE 入力ポートに接続します。

ケーブルグランドを使用した DC 電源ポートへの接続
ケーブルグランドを使用して DC 電源ポートに接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 PG13 ケーブルグランドを分解し、次の図に示す順序で部品を DC ケーブル上にスライドさせます。

グロメット4DC ケーブル1

フェルール5ガスケット2

クランプナット6PG13 本体3

ステップ 2 4P コネクタケーブルをシャーシの DC コネクタに差し込みます。
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ステップ 3 PG13 本体（ガスケット付き）をシャーシにねじ込みます。

ステップ 4 グロメットをフェルールに挿入し、PG13 本体に押し込みます。

ステップ 5 グロメットが DC ケーブルを圧迫するまで、PG13 本体にクランプナットを締めます。

ケーブルグランドを使用して接続された SFP ポート1

ケーブルグランドを使用して接続された RJ-45 ポート2

ケーブルグランドを使用して接続された DC 電源ポー
ト
3

M12 アダプタを使用した DC 電源ポートの接続
M12 アダプタを使用して DC 電源ポートに接続するには、次の手順に従います。

始める前に

O リングは、M12 アダプタとは別に出荷されます。M12 アダプタをシャーシに取り付ける前
に、アダプタに O リングを配置する必要があります。
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図 16 : M12 アダプタへの O リングの取り付け

O リング2M12 アダプタ1

M12 アダプタに取り付けられた O リ
ング

3

手順

ステップ 1 M12-PWR アダプタに O リングがあることを確認します。

ステップ 2 DCコネクタをシャーシに差し込みます。M12-PWRアダプタをシャーシに押し込み、ワイヤが挟まってい
ないことを確認します。
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非脱落型ネジ

15～ 20インチポンド（1.695～ 2.261Nm）
のトルクで締めます。

3DC コネクタ1

M12-PWR アダプタ2

ステップ 3 M12-PWR アダプタの非脱落型ネジを締め、シャーシに固定します。

15 ～ 20 インチポンド（1.695 ～ 2.261 Nm）のトルクで M12 非脱落型ネジを締めます。

M12 アダプタを使用して接続された DC 電
源ポート

3M12 アダプタを使用して接続された SFP
ポート

1

M12 アダプタを使用して接続された RJ-45
ポート

2

データ ケーブルの接続
この AP では、イーサネットポートと Small Form-Factor Pluggable（SFP）ポート経由のデータ
接続がサポートされています。

SFP ポートを使用して光ファイバケーブル経由でデータを配信する場合、AP には DC 電源、
電源アダプタ、PoE+ 電源、またはパワーインジェクタから電源を供給する必要があります。
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イーサネットケーブルを使用した接続

ケーブルグランドを使用した RJ-45 ポートへの接続
ケーブルグランドを使用して RJ-45 ポートに接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 PG13 ケーブルグランドを分解し、次の図に示す順序で部品を RJ-45 ケーブル上にスライドさせます。

グロメット4RJ-45 ケーブル1

フェルール5ガスケット2

クランプナット6PG13 本体3

ステップ 2 RJ-45 ケーブルをシャーシの RJ-45 コネクタに差し込みます。

ステップ 3 PG13 本体（ガスケット付き）をシャーシにねじ込みます。

ステップ 4 グロメットをフェルールに挿入し、PG13 本体に押し込みます。

ステップ 5 グロメットが RJ-45 ケーブルを圧迫するまで、PG13 本体にクランプナットを締めます。
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設置の概要
イーサネットケーブルを使用した接続



ケーブルグランドを使用して接続された SFP ポート1

ケーブルグランドを使用して接続された RJ-45 ポート2

ケーブルグランドを使用して接続された DC 電源ポー
ト
3

M12 アダプタを使用した RJ-45 ポートへの接続
M12 アダプタを使用して RJ-45 ポートに接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 M12 アダプタに O リングがあることを確認します。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
47

設置の概要
M12 アダプタを使用した RJ-45 ポートへの接続



O リング2M12 アダプタ1

ステップ 2 RJ-45 タブをシャーシの RJ-45 コネクタに合わせ、M12 アダプタをシャーシに差し込みます。

非脱落型ネジ

15～ 20インチポンド（1.695～ 2.261Nm）
のトルクで締めます。

3RJ-45 タブ1

M12-RJ45 アダプタ2

ステップ 3 M12 アダプタの非脱落型ネジを締め、シャーシに固定します。
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設置の概要
M12 アダプタを使用した RJ-45 ポートへの接続



M12 アダプタを使用して接続された DC 電
源ポート

3M12 アダプタを使用して接続された SFP
ポート

1

M12 アダプタを使用して接続された RJ-45
ポート

2

光ファイバケーブルを使用した接続

ケーブルグランドを使用した SFP ポートへの接続
ケーブルグランドを使用して SFP ポートに接続するには、次の手順に従います。

銅線 SFP またはファイバ SFP は、電源の再投入後にのみシステムによって検出されます。（注）

手順

ステップ 1 シャーシにファイバ SFP を挿入します。

ステップ 2 ファイバアダプタを分解し、次の図に示す順序で部品をファイバケーブル上にスライドさせます。

Cisco Catalyst IW9167E Heavy Duty アクセスポイント ハードウェア設置ガイド
49

設置の概要
光ファイバケーブルを使用した接続



グロメット5ファイバ SFP1

フェルール6ファイバケーブル2

クランプナット7O リング3

アダプタ本体4

ステップ 3 ファイバケーブルを SFP に差し込みます。

ステップ 4 アダプタ本体（O リング付き）をシャーシにねじ込みます。

ステップ 5 グロメットをフェルールに挿入し、アダプタ本体に押し込みます。

ステップ 6 グロメットがファイバケーブルを圧迫するまで、アダプタ本体にクランプナットを締めます。
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設置の概要
ケーブルグランドを使用した SFP ポートへの接続



ケーブルグランドを使用して接続された SFP ポート1

ケーブルグランドを使用して接続された RJ-45 ポート2

ケーブルグランドを使用して接続された DC 電源ポー
ト

3

SFP ポートでの M12 アダプタの使用
M12 アダプタは、銅線 SFP でのみ使用でき、ファイバ SFP ではサポートされていません。

銅線 SFP またはファイバ SFP は、電源の再投入後にのみシステムによって検出されます。（注）

M12 アダプタを SFP ポートに接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 シャーシに銅線 SFP を挿入します。

ステップ 2 M12 アダプタとスペーサに O リングがあることを確認します。
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設置の概要
SFP ポートでの M12 アダプタの使用



O リング2M12 アダプタ1

O リング2スペーサ1

ステップ 3 付属のネジでスペーサをシャーシに取り付けます（次の図の 2）。
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設置の概要
SFP ポートでの M12 アダプタの使用
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